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令和7年6月定例会
会期　６月５日～６月２３日（１９日間）

　７年度一般会計補正予算をはじめとした１８議案の
ほか、同意２件、報告８件、諮問１件、決議１件が提出
されました。
　また、１２人が一般質問を行いました。

☜開会日の
録画配信

☜中日の
　録画配信

☜閉会日の
録画配信

会期日程
	 6月	 5日	 本会議　開会　 	 会期の決定、市からの議案の提案説明など

	 6月	10日	 本会議　一般質問　 　12人の議員が市政について質問
	 6月	11日	 本会議　一般質問　
	 6月	12日	 本会議　一般質問　 　　
	 6月	16日	 本会議　中日　 	 議案に対する質疑、

	 	 	 	 議案の委員会付託（審査を各常任委員会へ振り分け）、一部の議案の討論、採決

	 6月	18日	 総務委員会・福祉委員会
	 6月	19日	 市民文教委員会・産業建設委員会
	 6月	20日	 政策課題調査特別委員会
	 6月	23日	 本会議　閉会　 	 委員会の委員長報告、委員長報告に対する質疑、討論、採決

付託議案の審査、所管事務調査
審査では、委員会としての賛否などを決定

議案の審査

P.8～12 録画配信の二次元コードを
掲載しています

P.2～3

P.13〜14
P.6P.4

マークの日は録画配信があります。

〈
第
57
号
議
案
〉
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

既
存
施
設
の
解
体
工
事
費
不
足
分
を

追
加
し
ま
す
。

補 正
予 算

1

☜ホームページは
こちら

豊川市のこんなことが決まりました
議案審議の内容は抜粋したものです。全ての議案名及び審議結果は、
7ページの議決状況の一覧またはホームページをご覧ください。

7つ7つの審査をの審査を

Pick up！Pick up！

　
一
宮
地
域
交
流
会
館
（
仮
称
）
整
備
事
業
に
伴
う
既
存
施
設

の
解
体
工
事
費
に
つ
い
て
、
不
足
分
を
追
加
し
ま
す
。

（
１
億
４
２
０
０
万
円
追
加
）

Ｑ　

補
正
後
の
工
事
費
の
内

訳
は
。

Ａ　

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
工
事

費
が
４
割
弱
、ア
ス
ベ
ス

ト
を
除
く
解
体
工
事

費
等
が
５
割
強
、物
価

上
昇
分
が
１
割
程
度
。

Ｑ　

今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
へ
の
影
響
は
。

Ａ　

管
理
棟
と
体
育
館
の
解

体
工
事
を
分
割
発
注

す
る
こ
と
で
、７
年
度

中
に
管
理
棟
の
解
体
が

可
能
と
な
る
。そ
の
た

め
、８
年
１
月
に
は
複

合
施
設
の
建
設
工
事
に

着
手
し
、当
初
の
予
定

ど
お
り
９
年
５
月
頃
の

供
用
開
始
が
可
能
。

本
会
議
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ　

必
要
な
事
業
費
の
精
査
に

課
題
が
あ
る
と
考
え
る

が
、今
後
の
事
業
費
算
出

の
考
え
方
は
。

Ａ　

今
回
の
事
業
費
算
出
手
法

を
検
証
し
、可
能
な
限
り

精
度
を
高
め
、適
正
な
事

業
費
の
算
出
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ　

解
体
工
事
の
最
低
制
限
価

格
を
引
き
下
げ
る
考
え
は
。

Ａ　

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
が
、今
後
も
、国
や
県
、

近
隣
市
の
状
況
を
注
視
し

て
い
く
。
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議案の審査

〈
第
57
号
議
案
〉
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
未
契
約
へ
の

対
応
を
行
い
ま
す
。

補 正
予 算

2

〈
第
57
号
議
案
〉
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

施
設
園
芸
農
業
者
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

補 正
予 算

4

〈
第
57
号
議
案
〉
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

小
中
学
校
給
食
費
の

賄
材
料
費
を
追
加
し
ま
す
。

補 正
予 算

3

〈
第
57
号
議
案
〉
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

全
小
中
学
校
に
修
繕
料
を
配
当
し
ま
す
。

補 正
予 算

5

　
テ
レ
ビ
放
送
が
受
信
で
き
る
カ
ー
ナ
ビ
を
搭
載
し
た
公
用
車
な
ど
に
係
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
未
契
約
が
判
明
し
た
た
め
、
必
要
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

（
３
７
５
万
９
千
円
追
加
）

　
燃
油
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
施
設
園
芸
農
業

者
へ
、
県
の
助
成
に
上
乗
せ
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。
（
４
０
０
０
万
円
追
加
）

　
給
食
食
材
の
値
上
が
り
に
対
応
す
る
た
め
、
賄
材
料
費
を
追
加
し
ま
す
。

（
７
９
４
３
万
９
千
円
追
加
）

　
必
要
と
な
る
修
繕
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
各
学
校
に
３
０
０
万
円
の
修
繕
料

を
当
初
予
算
に
追
加
で
配
当
し
ま
す
。
（
１
億
８
０
０
万
円
追
加
）

Ｑ　

今
回
の
未
契
約
の
要
因
は
、職
員

の
認
識
不
足
と
の
こ
と
だ
が
、再

発
防
止
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組

み
は
。

Ａ　

未
契
約
と
な
っ
た
原
因
や
今
後
の

対
応
等
を
示
し
た
通
知
文
を
発

出
し
た
。ま
た
、契
約
事
務
全
般
に

お
い
て
、職
員
一
人
一
人
が
市
民
か

ら
信
頼
さ
れ
質
の
高
い
行
政
運
営

に
取
り
組
む
た
め
に
も
、業
務
に

関
わ
る
法
令
等
を
遵
守
し
、適
正

な
事
務
処
理
を
念
頭
に
契
約
漏

れ
等
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、全
庁

に
周
知
し
た
。

Ｑ　

対
象
と
な
る
農
業
者
は
。

Ａ　

市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
所
を
有

す
る
施
設
園
芸
の
農
業
者
も
し
く

は
法
人
で
、県
か
ら
支
援
金
が
交

付
さ
れ
た
者
を
対
象
と
す
る
。

Ｑ　

周
知
方
法
は
。

Ａ　

市
ホ
ー
ム
ペー
ジ
への
掲
載
に
加
え
、

ひ
ま
わ
り
農
業
協
同
組
合
や
東
三

温
室
園
芸
農
業
協
同
組
合
、農
業

委
員
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
も
連

携
し
、制
度
の
周
知
に
努
め
る
。

Ｑ　

学
校
か
ら
修
繕
要
望
が
多
く
あ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

修
繕
を
行
う
の
か
。

Ａ　

床
や
壁
、
雨
漏
り
や
水
道
管
か
ら

の
水
漏
れ
な
ど
の
修
繕
の
ほ
か
、

学
校
の
判
断
で
必
要
な
修
繕
を

し
て
も
ら
う
予
定
。

Ｑ　

７
年
７
月
以
降
に
お
け
る
学
校
給

食
費
の
必
要
額
は
。

Ａ　

１
食
当
た
り
小
学
校
で
35
円
増
の

３
１
５
円
、中
学
校
で
40
円
増
の

３
５
５
円
と
算
出
し
て
い
る
。

Ｑ　

学
校
給
食
に
お
け
る
米
の
確
保
は
。

Ａ　

米
を
年
間
で
契
約
し
て
お
り
、給
食

へ
の
提
供
は
問
題
な
い
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
た
め
、予
定
ど
お
り
提

供
で
き
る
状
況
に
あ
る
。

本
会
議
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

本
会
議
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

本
会
議
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

本
会
議
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
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議案の審査

〈
第
60
号
議
案
〉
市
税
条
例
の
一
部
改
正

所
得
控
除
に
特
定
親
族
特
別
控
除
を
追
加
す
る
ほ
か
、

加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方
式
を
見
直
し
ま
す
。

条例の
一部改正

6

〈
第
63
号
議
案
〉
上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
条
例
の
制
定

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

条例の
制 定

7

　
市
税
制
度
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
個
人
の
市
民
税
に
つ
い
て
、
所
得
控
除
に

特
定
親
族
特
別
控
除
を
加
え
、
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
等
の
記
載
事
項

を
見
直
す
と
と
も
に
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方
式
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　

関
係
者
の
幅
広
い
意
見
を
集
約
し
た
上
で
、
今
後
の
経
営
状
況
の
健
全
化
を

目
指
す
た
め
、
上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

Ｑ　

個
人
の
市
民
税
の
所
得
控
除
に
特

定
親
族
特
別
控
除
を
追
加
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、改
正
の
背
景
は
。

Ａ　

大
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
就
業
調
整

に
つ
い
て
、税
制
が
一
因
と
な
っ
て
い

る
と
の
指
摘
が
あ
る
た
め
、大
学

生
年
代
の
子
な
ど
の
所
得
が
特
定

扶
養
控
除
の
要
件
と
な
る
額
を
超

え
て
も
、給
与
収
入
が
１
８
８
万

円
ま
で
は
控
除
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
も
の
。

Ｑ 

本
市
へ
の
影
響
額
は
。ま
た
、市
税
は

減
収
に
な
る
と
思
う
が
、国
か
ら

交
付
税
な
ど
の
補
填
は
な
い
の
か
。

Ａ　

影
響
額
は
４
４
０
万
円
ほ
ど
。ま

た
、国
か
ら
の
通
知
に
よ
る
と
、特

段
の
財
源
確
保
措
置
を
要
し
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

設
置
す
る
考
え
に
至
っ
た
理
由
は
。

Ａ　

老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、今

後
、経
営
環
境
は
厳
し
く
な
る
も

の
と
予
想
さ
れ
る
。そ
の
た
め
、今

後
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、第
三
者

の
意
見
を
聴
く
こ
と
や
、決
定
プ
ロ

セ
ス
の
妥
当
性
、透
明
性
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
た

め
。

総
務
委
員
会
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

産
業
建
設
委
員
会
で

質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
議
題
を
審
議
し
、そ

の
意
見
が
上
下
水
道
事
業
に
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

上
下
水
道
事
業
の
経
営
及
び
運
営

に
関
す
る
こ
と
や
、水
道
料
金
、公

共
下
水
道
使
用
料
に
関
す
る
こ
と

な
ど
を
審
議
す
る
。市
長
か
ら
諮

問
さ
れ
た
事
項
に
対
し
、調
査
審

議
の
上
、答
申
を
行
う
も
の
と
し
て

お
り
、そ
の
答
申
を
受
け
て
事
業

に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

Ｑ　

審
議
会
委
員
の
公
募
要
件
は
。

Ａ　

次
の
要
件
を
満
た
す
方
と
し
て
、

本
市
に
在
住
、在
勤
ま
た
は
在
学

す
る
方
、満
18
歳
以
上
の
方
、公
共

団
体
の
議
員
ま
た
は
常
勤
の
公
務

員
で
な
い
方
な
ど
と
す
る
予
定
。

Ｑ　

加
熱
式
た
ば
こ
に
係
る
市
た
ば
こ

税
の
課
税
標
準
の
見
直
し
に
つ
い

て
、改
正
の
背
景
は
。

Ａ　

加
熱
式
た
ば
こ
が
、紙
巻
た
ば
こ

よ
り
も
税
負
担
水
準
が
低
く
、課

税
の
公
平
性
を
欠
い
て
い
る
状
況

を
踏
ま
え
、課
税
の
適
正
化
の
観

点
か
ら
課
税
方
式
を
見
直
す
も
の
。
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睦
美
保
育
園
整
備
工
事
の
う
ち
建
築
工
事
の
請
負

契
約
を
締
結
す
る
も
の

契
約
金
額　

５
億
８
９
９
３
万
円

新
園
舎
建
築
工
事　

鉄
骨
造
平
屋
建　

延
床
面
積　

９
４
８
・
05
平
方
メ
ー
ト
ル

倉
庫
建
築
工
事　

鉄
骨
造
平
屋
建

延
床
面
積　

８
・
50
平
方
メ
ー
ト
ル

工
期
は
９
年
２
月
26
日
ま
で
を
予
定

三
蔵
子
地
区
市
民
館
改
築
工
事
の
う
ち
建
築
工
事

の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の

契
約
金
額　

２
億
５
１
２
４
万
円

建
築
工
事　

鉄
骨
造
平
屋
建　

延
床
面
積　

４
６
３
・
63
平
方
メ
ー
ト
ル

工
期
は
８
年
８
月
14
日
ま
で
を
予
定

豊
川
市
分
庁
舎
等
整
備
工
事
（
分
庁
舎
棟
）
の
う

ち
建
築
工
事
及
び
電
気
設
備
工
事
の
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の

契
約
金
額

建
築
工
事
請
負
契
約　

12
億
３
４
９
７
万
円

電
気
設
備
工
事
請
負
契
約２

億
１
７
８
０
万
円

建
築
工
事　

鉄
骨
造
３
階
建

延
床
面
積　

３
８
４
３
・
79
平
方
メ
ー
ト
ル

工
期
は
８
年
10
月
30
日
ま
で
を
予
定

議案の審査

金
沢
保
育
園
を
廃
止
し
ま
す

睦
美
保
育
園
整
備
工
事

1

金
沢
保
育
園
を
廃
止
し
ま
す

三
蔵
子
地
区
市
民
館
改
築
工
事

2

金
沢
保
育
園
を
廃
止
し
ま
す

分
庁
舎
等
整
備
工
事

3

睦美保育園の外観イメージ

三蔵子地区市民館の外観イメージ

分庁舎棟の外観イメージ

契約案件 全て
原案可決

主なものを主なものを

Pick up！Pick up！



議会だより No.214　6

反
対

賛
成

一
宮
地
域
交
流
会
館（
仮
称
）の
建
設
よ
り
、

学
校
の
老
朽
化
対
策
な
ど
を
優
先
す
べ
き

市
民
生
活
を
支
え
る
た
め
の

適
切
な
支
援
が
さ
れ
て
い
る

・
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
解
体
工
事
費
が
、
他
市

の
実
例
と
比
較
し
て
高
い
。
最
低
制
限
価
格
の
引
き
下
げ
や
、

市
外
業
者
の
入
札
参
加
を
認
め
る
べ
き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

・
一
宮
地
域
交
流
会
館
（
仮
称
）
の
実
施
設
計
時
点
で
は
、
解

体
費
用
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
工
事
費
が
除
か
れ
て
お
り
、

今
後
ど
れ
だ
け
増
加
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
、
解
体
で

は
な
く
保
存
し
、
学
校
の
老
朽
化
対
策
な
ど
を
優
先
す
べ
き

で
あ
り
、
反
対
す
る
。

　決議第１号　第５７号議案 令和７年度豊川市一般会計補正予算（第２号）に対する附帯決議

　この度の令和７年度豊川市一般会計補正予算（第２号）において、２款１項６目財産管理費に一宮地域交
流会館（仮称）整備事業費が計上されている。
　一宮地域交流会館（仮称）は、こざかい葵風館に続いて一宮地区における公共施設の再編として進められ
ている事業で、地域の方たちが期待を寄せる複合施設である。
　今回の補正に至った理由は、解体工事におけるアスベスト除去や管理棟の基礎杭撤去などへの対策が必
要であること、さらには物価上昇などを見込んだとのことであった。
　しかしながら、実施設計の完成から７年度当初予算の編成過程において、設計内容を詳細に調査し、より
正確な数字を予算に反映できればこのようなことは起こらなかったのではと考える。公共施設の建設におい
て既存の施設の解体は当然のことであり、今後、同様の事業を進める上でこの視点を持つことは必要不可欠
であると認識する。
　これらを踏まえて、下記の事項について取り組むよう強く求めるものである。

記

一、本市は、今後も大型公共事業が続いていく。事業費と予算額の整合性を取るためには、事業の各計画段
階における事業費見込み額の精査を行い、あらゆる手法で精度を高めるよう努めること。

一、中小企業に公平な競争機会を与え、適正な価格での受注を促すとされる最低制限価格の引き下げを解
体工事において検討すること。

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
給
食
材
料
費
の
値
上
が
り
に
対
す
る

保
護
者
へ
の
負
担
軽
減
対
策
や
原
油
価
格
の
高
騰
等
に
よ
る
農

業
者
へ
の
支
援
な
ど
、
市
民
生
活
を
支
え
る
た
め
の
適
切
な
対

応
が
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、一
宮
地
域
交
流
会
館
（
仮
称
）
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

当
初
予
算
作
成
時
の
見
積
り
の
甘
さ
が
否
め
な
い
。
今
後
、
多

く
の
大
型
事
業
が
続
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

費
見
込
み
額
の
考
え
方
を
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
と
思
う
が
、

今
後
の
物
価
高
騰
を
踏
ま
え
、
早
急
に
解
体
工
事
を
完
了
す
べ

き
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

第57号議案 令和7年度一般会計補正予算（第２号）

討　論
本会議で行われた

※会派別賛否の状況については、 
7ページの議決状況の一覧で 
ご確認ください。

附帯決議とは、可決した議案に対し、議会としての意見や要望など、議会の意思を表明するものです。
今議会では、下記の附帯決議を提出し、可決しました。

原案可決

可決した７年度一般会計補正予算（第２号）に対し　附帯決議　を提出

議案の審査
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議決状況の一覧

■6月定例会 ○賛成 ×反対

未来―とよかわ未来（19） 公明―公明党市議団（3） 共産―日本共産党豊川市議団（2） 清廉―清廉の会（2） 無会派―1人会派（3）
※（　）内は所属人数で、議長は表決に加わりません。

議 案 名 付託
委員会

会 派 別 賛 否 状 況 議 決
結 果未 来 公 明 共 産 清 廉 無会派

議案 57	 ７年度一般会計補正予算（第２号） ― ○ ○ × × ○× 可決

議案 58	 ７年度水道事業会計補正予算（第１号） ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 59	 ７年度下水道事業会計補正予算（第１号） ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 60	 市税条例の一部改正 総務 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 61	 国民健康保険条例の一部改正 福祉 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 62	 非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正 総務 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 63	 上下水道事業経営審議会条例の制定 産業建設 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 64	 市道路線の認定 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 65	 救助工作車の取得 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 66	 コンピュータ機器等の取得 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 67　仮想サーバスイッチ等機器の取得 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 68	 スチームコンベクションオーブンの取得 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 69	 モバイルパソコンの取得 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 70	 総合保健センター（仮称）新築工事のうち外構工事請負契約の締結 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 71	 睦美保育園整備工事のうち建築工事請負契約の締結 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 72	 三蔵子地区市民館改築工事のうち建築工事請負契約の締結 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 73	 分庁舎等整備工事（分庁舎棟）のうち建築工事請負契約の締結 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案 74	 分庁舎等整備工事（分庁舎棟）のうち電気設備工事請負契約の締結 ― ○ ○ ○ ○ ○ 可決

同意４	 固定資産評価審査委員会の委員の選任同意 ― ○ ○ ○ ○ ○ 同意

同意５	 農業委員会の委員の任命同意 ― ○ ○ ○ ○ ○ 同意

報告６	 ６年度一般会計繰越明許費に係る繰越し ― ― ― ― ― ― 報告

報告７	 ６年度東三河都市計画事業豊川西部土地区画整理事業特別会計繰越明許費に
	 係る繰越し ― ― ― ― ― ― 報告

報告８	 ６年度東三河都市計画事業豊川駅東土地区画整理事業特別会計繰越明許費に
	 係る繰越し ― ― ― ― ― ― 報告

報告９	 ６年度公共駐車場事業特別会計繰越明許費に係る繰越し ― ― ― ― ― ― 報告

報告 10	 ６年度一般会計予算の事故繰越しに係る繰越し ― ― ― ― ― ― 報告

報告 11	 ６年度水道事業会計予算の繰越し ― ― ― ― ― ― 報告

報告 12	 ６年度下水道事業会計予算の繰越し ― ― ― ― ― ― 報告

報告 13	 土地開発公社の７年度事業計画の報告 ― ― ― ― ― ― 報告

諮問１	 人権擁護委員候補者の推薦 ― ○ ○ ○ ○ ○ 異議ない

決議１	 ７年度一般会計補正予算（第２号）に対する附帯決議 ― ○ ○ × ○ ○× 可決

☜ホームページ
（議案の内容）
はこちら

議決状況の一覧

報告６～13 については、報告のみで採決はありません。


